
 

 

 

 

 

 

 

 暦の上では春とは言うものの、今シーズンは降雪も多く、まだまだ 

厳しい寒さが続いています。会員の皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

 その一方で「桜の開花は平年並みか、やや早い見込み」との開花予想 

も聞かれる頃となり、暖かな春の足音は少しずつ近づいてきていること 

が感じられます。 

 

 今回の「やっほー」では、大北支部と上伊那支部の活動報告等の記事を掲載しました。 

 また、（以下にありますように）総務省連続講座の講演内容もあわせてお送りしています。 

  
 
 
    

   総務省連続講座  

「地域力創造と地域おこしのヒント」の講演内容 

 

 

 前号でも紹介しました「やまびこフォーラム2012in上田」 

（平成24年11月10日（土）開催）の中で行われた総務省連続 

講座「地域力創造と地域おこしのヒント」の内容が「信州自治」 

（平成25年1月号）（※）に掲載されました。 

 連続講座では、総務省地域力創造審議官(当時。現在は自治大 

学校長)武居丈二さんから、地域活性化に必要な「地域力」とは 

何か、地域おこしにおける住民と行政との協働のあり方、地域おこしに必要な人材育成の方策、 

地域おこしのヒント等について講演がありました。 

 

講演内容講演内容講演内容講演内容のののの写写写写しをしをしをしを添付添付添付添付しましたのでしましたのでしましたのでしましたので、、、、ぜひごぜひごぜひごぜひご一読一読一読一読くださいくださいくださいください。。。。    

    

※「信州自治」とは・・・ 

 地域づくりをはじめ地方自治に関するトピックの紹介など市町村職員、県職員など行政関係者を中心と

した会員向けに、毎月発行されています。 

 購読（入会）のご希望等ありましたら、事務局までお問い合わせください。（年会費は3,000円です。） 
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大北支部発  

～大北支部の活動を報告します～ 

 

 大北支部からは、11 月 26 日（月）に松川村のす

ずの音ホールで開催した、北安曇地方事務所との共催

による「地域づくり講演会」と「地域づくり事業成果

発表会」の様子を紹介します。 

 当日は、支部会員をはじめ、地域づくり団体の関係

者など１４０名が参加し、今後の活動に向けヒントが

得られた有意義な催しとなりました。 

 

○地域づくり講演会 

講師に松本大学教授で観光ホスピタリティ学科長

の白戸洋先生を

お招きし、「地域

づくりのヒン

ト」と題してお

話いただきまし

た。 

白戸先生は、

学生と取り組んでいる地元野菜のリヤカーによる行商

や山賊焼きを使ったコンビニ弁当の開発、上土商店街

と実施したスイーツラリーなどの実践事例を紹介しな

がら、「自分が生きていく地域をどうしたいか」など自

分を出発点にした考

えを持つことが、地

域づくりへの本気の

取組みにつながると

お話されました。 

参加者からは、「実

践に基づいたわかり

やすい講演で大変参

考になった」、「地域づくりは足元に無限にあることを

自覚した」などの感想が寄せられ、８割を超える参加

者から、今回の講演が今後の活動を行う上で参考にな

ったとの評価をいただきました。 

 

○地域づくり事業成果発表会 

講演会に続き、元気づくり支援金の優良事例表彰と

優良事例発表、支部会員の活動発表を行いました。 

 

優良事例表彰 

 大北地域で平成２３年度に、元気づくり支援金を受

けて実施された５

４事業の中から、

事業成果や他の地

域への波及効果な

どが特に優れた５

事業を優良事例と

して表彰しました。 

 

優良事例発表 

知事表彰に選ばれた麻倉プロジェクト推進の会（大

町市）による「麻倉再生プロジェクト事業」をはじめ、

地方事務所長表彰に選ばれた４団体の皆さんによる事

例発表が行われました。 

参加者の皆さんは、各団体の発表に熱心に耳を傾け

ていました。 

 

大北支部会員活動発表 

優良事例発表に続き、支部会員を代表して、「ＮＰ

Ｏ法人ジムナスティック・ネットワーク」と「ＮＰＯ

法人白馬郷土山野草友の会」の２団体が日頃の活動の

様子を発表しました。     

当支部の甘利支部長が所属するジムナスティッ

ク・ネットワークは、外遊びや集団遊びの機会が少な

い今の子どもたちに“体を鍛え、運動することの心地

よさやおもしろさを体験してもらいたい”との願いか

ら体操教室を運営しています。 

活動発表は、子どもたちの日頃の練習風景や大会の

様子を編集したビデオをスクリーンに映し、動きの解

説を加えながらのわかりやすい発表でした。 

発表した甘利支部長は、「多くの方に活動を知って

もらう良い機会だった。今後も他の会員の活動発表の

場を作っていきたい。」と話していました。 

 

今回の共催事業により､多くの地域づくり団体が地

域づくりネットワークに関心を持ち、今後支部活動に

参加いただけるようになることを期待しています。 



井上井月顕彰会は、幕末から明治にかけて上伊那地域を放 

浪した俳人「井上井月（せいげつ）」の生涯を綴った映画「ほ 

かいびと」の上映をもって事例発表としていただきました。 

上映前に北村皆雄監督から映画の見どころなどの説明がありま 

した。映画「ほかいびと」上映後、関係者によるパネルディス 

カッションが行われ、映画を観て、改めて感じる上伊那地域の 

魅力や、その魅力をどのように発信し観光等の産業振興や地 

域の元気づくりに活かしていくか等、パネリストのそれぞれの 

お立場からご発言いただきました。 

    

上伊那支部発 

  ～上伊那支部の活動を報告します～ 

 

 平成 25 年 1 月 26 日（土）、伊那合同庁舎講堂において「い～な上伊那 地域づくりフォーラム」

を開催しました。 

 このフォーラムは、上伊那地方事務所と当支部の主催事業で、支部会員だけでなく、各地域で活動

されている「地域づくり団体」の方々など約 130 名の参加がありました。 

 今回は新たな取組として、「かみいな魅力発信シンポジウム」を加え、盛大に行われました。 

 その概要は以下のとおりです。 

 

１ 平成 23 年度「地域発 元気づくり支援金」事業の優良事例表彰とその事例発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ かみいな魅力発信シンポジウム  ～井上井月の足跡から上伊那の魅力の発掘・発信～ 

◎映画「ほかいびと」の上映とパネルディスカッション 

                            

                            

 

 

 フォーラムには、支部会員以外にも多くの地域づくり団体などの参加をいただき、上伊那地域の  

地域づくりに対する意識をより高めることができました。 

 

 上伊那支部は、今年度２団体が加入し 25 団体で構成されています。今後も、上伊那地域の地域   

づくり活動が元気になるよう、取り組んでいきたいと考えています。 

 県知事表彰を受賞された辰野町消防団の「出動！消防戦隊ダンインジャー」、上伊那地方事務所長表彰

を受賞された中尾歌舞伎保存会の「被災地に伝わる伝統文化～三六災害の記憶～」と井上井月顕彰会の「23

年度井上井月顕彰事業」の表彰式を行い、各表彰団体からは、それぞれの取組を始めるきっかけや背景、

現状について、発表をしていただきました。 

なお、知事表彰を受賞された辰野町消防団のみなさんは、去る平成 24 年 11 月 10 日（土）に開催さ

れたやまびこフォーラム２０１２in 上田においても、「地域発 元気づくり大賞」を贈呈され、事例発表を

行いました。（「やっほー70 号」参照） 

    

ダンインジャーと団長の古村さん   中尾歌舞伎保存会の中村さん    表彰者を囲んで 



 

 

 

   現在、幹事会では、今後の協議会の運営方法のあり方などについて検討しています。 

 

  検討にあたっての問題意識  

  近年、協議会の運営にあたって次のような課題が生じていると考えています。 

  ○ やまびこフォーラムや支部活動に参加しない会員の増加（参加率の低下、参加者の固

定化など） 

  ○ 協議会の運営が、会員の主体性が発揮されていない傾向があること。 

 

  検討状況  

  ○ 全ての会員を対象としたアンケート調査を実施（平成24年３月） 

  ○ 平成24年６月・平成25年１月に幹事会を開催し、アンケート結果等をもとに次の４

つのポイントから、運営方法の見直し等を検討。 

    ① 情報提供機能の強化（インターネットの活用、データベースの整備） 

    ② ネットワーク作りに向けた主体的な取組の支援 

     （やまびこフォーラムの活性化、複数団体による自主的な活動の支援制度の創設） 

    ③ 協議会加入のメリットの明確化・周知・活用の促進 

    ④ 協議会の運営体制の検討 

 

  今後の予定  

  ３月に開催する幹事会で一定の方向性を出し、25年度から順次改善 

を進めていく予定としています。 

（検討結果については、今後も会員の皆様にお伝えしていきます。） 

 

 

○○○○新規入会団体新規入会団体新規入会団体新規入会団体  やまびこネットワークの新しいメンバーを紹介します。    

 

< < < < 支部名支部名支部名支部名    >>>>            < < < < 名称名称名称名称    > > > >     （（（（活動内容等活動内容等活動内容等活動内容等））））    

 

 

 

上小支部 

 < リラクオーレ『あしたへ続く、心豊かな暮らし方』を信州から。> 

（信州にて持続可能な経営方針を持つお店や組織、人物などの情報をインターネットを 

 使って発信することによって、読者同士がネット上で交流が持てるようにする。マル 

 シェや講演会などのイベント等も開催し、より深くそれぞれが横のつながりを持ち、 

 これからの地域コミュニティのモデルケースとする。 

 ｗｅｂサイト（liracuore.jp）での情報発信、読者とふれあう場としてのマルシェの    

 開催など、持続可能な新しいコミュニティづくりを推し進めています。） 

 

 

長野支部 

  

    <<<<    信州さらしな月の里唄実行委員会 >>>> 

（『信州さらしな月の里唄』オリジナル舞曲を全国区にして、中秋名月に各地より観光客 

    

    

    を誘致する。各種イベント・祭りに参加して舞曲を披露しています。） 

 ◎新たに２団体が加入し、２月現在の会員数は１３４団体になっています。  

 

事務局事務局事務局事務局からのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ    

 


